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〈指導者の言葉〉 
 

本校では，毎年夏休みの課題として読書感想文を書かせており，作品と出

会うことによって自分を見つめ直し，認識の変化の過程が読み手に伝わるよ

うに分かりやすく表現することを指導しています。 

本生徒は，国語の授業が好きで，ことばについて深く考える習慣が付いて

います。 

今回，読書感想文としてこの本を選んだのは，ある作詞家の言葉に本生徒

の心に響くものがあったからです。「分かり合う」ということばを理想とし

てきたゆえに実生活の人間関係で悩んできた本生徒だからこそ，「合わない

とこは合わないんだよ」ということばに反発も感じ，また自分の経験を振り

返って次第にそのことばの意味を考えるようになったのだと思います。 

本の中のことばから，自らの在り方や生き方などについて感じたり考えた

りしたことを素直な文章で綴っており，ことばに対する感受性の豊かさが伝

わってくる作品です。 

 


